
※総合窓口化・・・ワンストップやワンフロアで提供することを基本とした窓口サービス 

資料２ 

新本庁舎整備を契機とした窓口業務改革について 

 令和 7 年 10 月 行政経営課  

 1 概要 

令和 5 年 5 月に山口市本庁舎の整備に関する庁内検討委員会（会長:副市長）において承

認された「山口市新本庁舎総合窓口推進方針」に掲げる個別推進項目を実現するため、総合

窓口化(※)に向けた取組を進め、新本庁舎供用開始により新たな窓口サービス提供体制を開

始。今後は運用状況を踏まえ適宜改善を行うとともに、更なる拡充に向けた取組も実施予定。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】令和 7 年度当初予算資料より  



 2 新本庁舎供用開始後の状況 

  （1） ワンストップ窓口の開設 

     新本庁舎では、総合窓口支援システムを活用し、転入、転出などの住民異動に関連す

る手続きのうち、定型的で簡易な手続きをワンストップで受付する窓口を開設。来庁者に

即して必要な手続きをリストアップすることで分かりやすい案内を行う。 

     また、住民票の写しや、戸籍証明書に加え、税証明のうち件数の多い所得・課税証明を

1 箇所で取得できる各種証明書の交付窓口を設置。 

   （参考）転入、転出など住民異動件数     約３０件/日 

所得・課税証明書（1 階発行）件数  約４０件/日 
 

  （2） おくやみ窓口の新設 

     身近な人が亡くなられた後のご遺族の負担を少しでも軽減できるよう、死亡後の手続

きを代行受付するなどワンストップでサポートするおくやみ窓口を開設。 

     利用にあたり、原則、事前予約制(Web または電話）としており、6 枠/日で運用。事前

予約されている方には、定型的で簡易な手続きはおくやみ窓口職員が代行受付を行うと

ともに、専門的な手続きは各担当課がおくやみ窓口に出向き対応することで、ワンストッ

プを実現。 

   （参考）対応件数  約 6 件/日、うち事前予約 2.5 件/日 
 

  （3） 窓口番号案内表示システムの導入 

     総合窓口を起点としたワンストップ・ワンフロアサービスにおける来庁者のスムーズな動

線を確保するために、窓口番号案内表示システム（発券する受付番号で窓口に案内する

仕組み）を導入。 

   （参考）発券件数  1 階 約５９０件/日 

2 階 約１２０件/日 
 

  （4） フロアマネージャーの配置 

     来庁される方の用件を伺いながら一人ひとりに寄り添った案内をするためフロアマネー

ジャー（3 名）を配置。 

   （参考）対応件数 約 68０件/日 
 

 3 今後の取組予定（更なる行政サービス向上を目指して） 

  ・ 総合窓口推進会議（窓口関係課の所属長で構成）の設置や窓口支援システムの利用拡

大に向けて関係課と調整を図るなど、継続的な改善を図る。 

  ・ 窓口番号案内表示システムのメニュー見直し 

  ・ 新本庁舎で窓口利用体験調査を実施し、課題抽出・業務改善 

  ・ ワンストップ窓口や書かない窓口で対応する手続きの拡充 

  ・総合支所や地域交流センターへの書かない窓口の横展開 

（窓口支援システムの適用拡大） 


